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本 研 究 会 は 平 成 4 年 6 月 の 発 足 時 か ら 、 交 通 災 害 の 原

因 と し て の 人 的 条 件 （ 疲 労 、 居 眠 り 、 高 齢 、 疾 病 、 飲 酒 、 交

通 ﾏ ﾅ ｰ ） を 主 と し て 医 学 の 面 か ら 、 環 境 条 件 （ 車 、 道 路 な ど ）

を 主 と し て 工 学 の 面 か ら 検 討 し 、 人 と 車 が 有 機 的 に 一 体 化 し

て 相 互 補 完 的 に ｺ ﾝ ﾄ ﾛ ｰ ﾙ さ れ る よ う な ｼ ｽ ﾃ ﾑ 作 り の 達 成 を 目

指 し て 活 動 を 推 進 し て き て い る 。  

こ の 1 0 年 間 、 交 通 死 亡 事 故 は 着 実 に 減 少 し て き て い る 。 し か

し 、 交 通 事 故 統 計 に よ れ ば 、 「 第 １ 当 事 者 の 方 例 違 反 別 死

亡 事 故 発 生 件 数 （ 平 成 1 2 年 ） を 見 る と 、 最 高 速 度 違 反 、

脇 見 運 転 、 漫 然 運 転 、 運 転 操 作 不 適 等 の 占 め る 件 数 が 全

体 の 4 ７ ％ に な っ て い る 。 こ の こ と は 、 人 と 車 の 「 人 的 条 件 」 及 び

「 環 境 条 件 」 の ﾐ ｽ ﾏ ｯ ﾁ が 根 底 に 有 る と 考 え ら れ る 。  

そ こ で 、 こ こ 1 0 年 間 の 人 と 車 の 関 係 を 、  

① 自 動 車 の 利 用 の 仕 方 、 高 速 道 路 総 延 長 の 拡 大 、 道 路 付

帯 施 設 の 充 実 、 ② 自 動 車 技 術 の 進 歩 （ 安 全 性 の 向 上 、 高 品

質 、 新 し い タ イ プ の 車 両 ） 、 ③ 運 転 者 （ 免 許 保 持 者 の 変 化 ） 、  

④ 道 路 交 通 法 規 （ 改 正 道 交 法 、 チ ャ イ ル ド シ ー ト 義 務 化 ）  

な ど の 変 化 に つ い て 概 観 し 、 こ れ ま で と 比 較 し て 、 「 何 が 新 し く 」 な

っ た か を 明 ら か に す る 。 こ の 1 0 年 の 変 化 の 中 で 特 に 大 き な 変 化

は 、 自 動 車 の 中 へ の 外 部 情 報 の 取 り 込 み で あ ろ う 。  

電 話 、 携 帯 、 ナ ビ な ど の 装 置 が 導 入 さ れ る こ と に よ っ て 、 運 転 者

が 行 う こ と も 飛 躍 的 に 増 加 し て き て い る 。  

 し か し 、 人 の 情 報 処 理 能 力 、 運 転 能 力 、 判 断 力 な ど の に は 、

お の づ と 限 界 が あ り 、 こ の 面 で の 人 の 進 化 は 遅 い 。  人 は 、 ま だ ま

だ 、 こ れ ら の 新 し い 道 具 を 充 分 使 い こ な す と こ ろ ま で に 至 っ て い な

い よ う だ 。 そ こ か ら ミ ス マ ッ チ が 発 生 し 、 そ れ が 事 故 、 死 亡 事 故 に

つ な が っ て い る の で は な だ ろ う か 。 人 と 車 を 取 巻 く 多 様 な 変 化 の

中 で 、 交 通 事 故 低 減 に 向 け た 「 人 と 車 の 新 し い 関 係 」 を 探 り

「 人 を 知 る 、 車 を 知 る 」 こ と に よ っ て 、 「 人 が 足 り な い 部 分 を 車 が ど

の よ う に 補 う か 、 車 が 足 り な い 部 分 を 人 が ど う に 補 う か 」 と い う 視

点 か ら 、 「 人 と 車 の 新 し い 関 係 」 を 築 き 、 実 効 あ る 交 通 安 全 対

策 を 探 り た い 。  


